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Ⅰ 調査概要 

１ 調査の方法 

種別 市で把握している障害等のある方々へのアンケート調査 

調査対象 

・障害者 

令和４年 10 月１日現在、市内にお住まいの障害等のある方で、18歳以上の方 

・障害児 

令和４年 10 月１日現在、市内にお住まいの障害等のある方で、18歳未満の方 

調査地域 姫路市全域 

調査方法 郵送での配布及び回収 

調査期間 令和４年 11 月 28 日～12月 23 日 

配布数 障害者 3,160 件 障害児 790 件 

回収数 2,030 件 

回収率 51.4％ 

 

Ⅱ 調査結果 

１ 日常生活で必要な支援 

問６ 日常生活の中で、次の支援が必要ですか。①から⑩のそれぞれにお答えください。 

（①から⑩それぞれに○を１つ） 

 

必要な支援は、「外出」が「常に必要」と「一時（時々）必要」の合計で 46.3％と最も割合が高く、次いで「お

金の管理」（合計 38.9％）、「薬の管理」（合計 35.5％）となっています。 
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不要 一部（時々）必要

常に必要

無回答

問６①．支援の必要性（食事）

問６②．支援の必要性（トイレ）

問６③．支援の必要性（入浴）

問６④．支援の必要性（衣服の着脱）

問６⑤．支援の必要性（身だしなみ）

問６⑥．支援の必要性（家の中の移動）

問６⑦．支援の必要性（外出）

問６⑧．支援の必要性（家族以外の人との
意思疎通）

問６⑨．支援の必要性（お金の管理）

問６⑩．支援の必要性（薬の管理）

(%)
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(n=2,030)
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２ 外出目的 

問 25 あなたは、どのような目的で外出することが多いですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

外出目的では、「買い物に行く」の割合が 66.3％と最も高く、次いで「医療機関への受診」（55.9％）、「通勤・

通学・通所」（42.7％）となっています。 

障害等の状況別では、「通勤・通学・通所」の割合は療育手帳保有及び発達障害の診断で 80％台と最も高くな

っています。「買い物に行く」は精神障害者保健福祉手帳保有で 72.3％、身体障害者手帳保有で 66.8％となって

います。 

 

 

 

66.3
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42.7

26.9

18.1

14.4

12.1

3.9
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1.3

0 20 40 60 80

買い物に行く

医療機関への受診

通勤・通学・通所

散歩に行く

友人・知人に会う

趣味やスポーツをする

訓練やリハビリに行く

グループ活動に参加する

その他

無回答

(%)
(n=1,920)

 　
調
査
数

通
勤
・
通
学

・
通
所

訓
練
や
リ
ハ

ビ
リ
に
行
く

医
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ル
ー

プ
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動
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参
加
す
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散
歩
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行
く

そ
の
他

　
無
回
答

全　体 1,920 42.7 12.1 55.9 66.3 18.1 14.4 3.9 26.9 4.6 1.3

身体障害者手帳保有 1,297 28.8 12.7 62.8 66.8 19.1 13.8 4.1 26.4 4.7 1.7

療育手帳保有 521 83.7 13.4 33.6 56.6 15.4 15.2 3.6 25.7 5.0 0.4

精神障害者保健福祉手帳保有 256 37.9 10.2 61.3 72.3 13.3 10.9 2.3 27.7 5.5 0.8

重症心身障害 110 43.6 21.8 56.4 40.9 8.2 4.5 4.5 25.5 15.5 0.9

難病（指定難病）認定 139 33.8 20.1 71.9 56.1 10.8 13.7 2.9 19.4 7.9 0.7

発達障害の診断 419 86.2 12.6 32.5 58.2 17.2 17.9 3.8 25.3 4.3 0.2

高次脳機能障害の診断 137 29.2 29.9 54.7 51.1 12.4 12.4 3.6 25.5 8.8 0.0

医療的ケア 539 31.0 16.0 70.5 64.0 15.2 10.9 3.5 26.9 5.8 0.7
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３ 支援してくれる方（家族）の年齢 

 

 支援してくれる方の年齢（年代）は、「60代」が 24.8％、「40代」「50代」が 20.0％、「70代以上」が 18.4％

となっています。 

 年代別では、回答者の年代が上がるに従って支援者の年代が上がり、特に回答者が 50代以上となると支援者

は同年代、またはさらに上の年代となっています。 
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無回答

(%)
(n=125)
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１
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０
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０

代

４
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代

５
０

代

６
０
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７
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代
以
上

　
無

回
答

全　体 125 0.0 0.8 14.4 20.0 20.0 24.8 18.4 1.6

１０代未満 25 0.0 0.0 52.0 44.0 0.0 0.0 0.0 4.0

１０代 13 0.0 0.0 15.4 61.5 23.1 0.0 0.0 0.0

２０代 12 0.0 8.3 8.3 0.0 75.0 0.0 8.3 0.0

３０代 11 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 72.7 18.2 0.0

４０代 4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 75.0 0.0

５０代 7 0.0 0.0 0.0 0.0 71.4 0.0 28.6 0.0

６０代 16 0.0 0.0 0.0 0.0 18.8 75.0 0.0 6.3

７０代以上 37 0.0 0.0 2.7 16.2 13.5 27.0 40.5 0.0
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４ 障害福祉サービス（今後３年以内の利用予定） 

問 35 あなたは、次の障害福祉サービスを現在利用していますか。記入例を参考に、現在利用中のサ

ービスについて番号を書き、今後３年以内の利用予定についてあてはまるものに○をつけてく

ださい。 

 

18 歳以上の方を対象にした、現在利用している障害者向けサービスの今後３年以内の利用予定は、「同じぐら

い利用予定」の割合が全体で 68.0％と最も高く、次いで「増やす予定」（7.3％）、「減らす予定」（1.9％）となっ

ています。 

障害者向け（18 歳以上）サービスの 27項目では、いずれの項目も今後３年以内の利用予定としては現状と「同

じくらい利用予定」の割合が最も高くなっています。 
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査
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ら

い
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用
予
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や

す
予

定

減

ら

す
予

定

　

無

回
答

全　体 1,017 68.0 7.3 1.9 22.8

居宅介護（ホームヘルプ） 103 59.2 12.6 1.0 27.2

重度訪問介護 15 80.0 6.7 0.0 13.3

同行援護 26 53.8 11.5 0.0 34.6

行動援護 7 71.4 0.0 0.0 28.6

重度障害者等包括支援 9 44.4 0.0 0.0 55.6

生活介護 79 70.9 2.5 0.0 26.6

宿泊型自立訓練 3 66.7 0.0 0.0 33.3

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 34 67.6 14.7 2.9 14.7

就労移行支援 8 62.5 0.0 25.0 12.5

就労定着支援 13 61.5 0.0 15.4 23.1

就労継続支援Ａ型 20 80.0 0.0 5.0 15.0

就労継続支援Ｂ型 73 68.5 8.2 2.7 20.5

療養介護 9 33.3 0.0 0.0 66.7

短期入所（ショートステイ） 68 52.9 32.4 0.0 14.7

共同生活援助（グループホーム） 32 71.9 0.0 3.1 25.0

施設入所支援 30 63.3 3.3 3.3 30.0

自立生活援助 21 47.6 4.8 4.8 42.9

計画相談支援（サービス等利用計画） 95 81.1 0.0 1.1 17.9

地域相談支援（地域定着支援、地域移行支援） 14 42.9 0.0 0.0 57.1

補装具・日常生活用具 119 70.6 4.2 1.7 23.5

意思疎通支援（手話通訳者等の派遣） 7 57.1 28.6 0.0 14.3

移動支援 56 71.4 10.7 1.8 16.1

地域活動支援センター 15 93.3 0.0 0.0 6.7

福祉ホーム 4 25.0 25.0 0.0 50.0

訪問入浴サービス 19 57.9 5.3 0.0 36.8

日中短期入所 16 75.0 25.0 0.0 0.0

自立支援医療 122 78.7 0.8 2.5 18.0
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５ 希望する暮らしを送るための支援内容 

問 22 希望する暮らしを送るためには、どのような支援があればよいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

希望する暮らしを送るための支援内容は、「経済的な負担の軽減」の割合が 57.1％と最も高く、次いで「必要

な在宅サービスが適正に利用できること」（35.2％）、「相談対応等の充実」（29.5％）となっています。 

障害等の状況別では、どの障害等でも「経済的な負担の軽減」が最も高く、次いで「必要な在宅サービスが適

正に利用できること」又は「相談対応等の充実」のいずれかが回答されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.1

35.2

29.5
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17.8
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14.8

5.1

9.6

0 20 40 60

経済的な負担の軽減

必要な在宅サービスが適正に利用できること

相談対応等の充実

在宅で医療的ケアなどが適切に得られること

障害者に適した住居の確保

地域住民等の理解

生活訓練等の充実

コミュニケーションについて

その他

無回答

(%)
(n=2,030)
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６ 勤務形態 

問 28 どのような勤務形態で働いていますか。（○は１つだけ） 

 

収入を得る仕事をしている方の勤務形態では、「パート・アルバイト等の非常勤職員・派遣職員」が 40.8％で、

「正職員で、他の職員と勤務条件等に違いはない」が 33.7％となっています。 

障害等の状況別では、身体障害者手帳保有、重症心身障害及び難病（指定難病）認定では「正職員で、他の職

員と勤務条件等に違いはない」の割合が高く、その他の障害等では「パート・アルバイト等の非常勤職員・派遣

職員」の割合が高くなっています。 

 

 

    

 

 

 

 

33.7

7.9

40.8

12.9

2.4

2.4

0 10 20 30 40 50

正職員で、他の職員と勤務条件等に違いはない

正職員で、短時間勤務等の障害者配慮がある

パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員

自営業、農林水産業など

その他

無回答

(%)
(n=380)
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無
回
答

全　体 380 33.7 7.9 40.8 12.9 2.4 2.4

身体障害者手帳保有 274 38.0 6.6 33.2 17.2 2.2 2.9

療育手帳保有 64 18.8 14.1 57.8 0.0 4.7 4.7

精神障害者保健福祉手帳保有 57 19.3 5.3 64.9 3.5 5.3 1.8

重症心身障害 6 33.3 16.7 16.7 16.7 16.7 0.0

難病（指定難病）認定 20 35.0 20.0 20.0 10.0 5.0 10.0

発達障害の診断 55 23.6 14.5 56.4 0.0 3.6 1.8

高次脳機能障害の診断 16 12.5 12.5 62.5 6.3 0.0 6.3

医療的ケア 78 33.3 12.8 35.9 14.1 1.3 2.6
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７ 障害者の就労支援として必要なこと 

問 31 あなたは、障害者の就労支援として、どのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

障害者の就労支援として必要なことでは、「職場の障害者理解」の割合が 45.9％で最も高く、次いで「職場の

上司や同僚に障害の理解があること」（42.9％）、「勤務時間や日数が体調に合わせて変更できること」（34.7％）

となっています。 

 
障害等の状況別では、重症心身障害は「通勤手段の確保」（36.7％）、高次脳機能障害の診断では「職場の上司

や同僚に障害の理解があること」（29.7％）、その他の障害等では「職場の障害者理解」の割合が最も高くなって

います。 
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21.8
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職場の障害者理解

職場の上司や同僚に障害の理解があること

勤務時間や日数が体調に合わせて変更できること

通勤手段の確保

短時間勤務や勤務日数等の配慮

具合が悪くなったときに気軽に通院できること

就労後のフォローなど職場と支援機関の連携

職場で介助や援助等が受けられること

仕事についての職場外での相談対応、支援

通勤場所におけるバリアフリー等の配慮

在宅勤務の拡充

企業ニーズに合った就労訓練

その他

無回答

(%)
(n=2,030)
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８ 差別や嫌な思いをした場所や状況 

問 42 どのような場所や状況で差別や嫌な思いをしましたか。（あてはまるものすべてに○） 

 

障害があることで差別や嫌な思いをする（した）場所や状況では、「外出中」の割合が 45.4％で最も高く、次

いで「学校・仕事場」が 42.6％となっています。 

障害等の状況別では、療育手帳保有、精神障害者保健福祉手帳保有及び発達障害の認定では「学校・仕事場」

の割合が最も高く、その他の障害等では「外出中」の割合が最も高くなっています。 

 

 

45.4

42.6

17.8

16.8

16.6

15.6

5.3

1.8

0 10 20 30 40 50

外出中

学校・仕事場

住んでいる地域

仕事を探すとき

病院などの医療機関

余暇を楽しむとき

その他

無回答

(%)
(n=893)

 　
調
査
数
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出
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余
暇
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楽
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病
院
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医
療
機
関

住
ん
で
い
る

地
域

そ
の
他

　
無
回
答

全　体 893 42.6 16.8 45.4 15.6 16.6 17.8 5.3 1.8

身体障害者手帳保有 516 32.0 18.2 51.0 15.5 17.6 18.0 4.5 2.1

療育手帳保有 330 58.2 8.8 44.2 17.6 13.6 15.2 4.5 0.9

精神障害者保健福祉手帳保有 146 41.1 33.6 30.8 13.7 24.0 22.6 9.6 1.4

重症心身障害 63 19.0 7.9 65.1 22.2 33.3 23.8 6.3 0.0

難病（指定難病）認定 69 30.4 18.8 44.9 20.3 20.3 21.7 7.2 2.9

発達障害の診断 275 62.5 11.6 42.2 17.8 13.8 16.4 4.4 0.4

高次脳機能障害の診断 66 19.7 13.6 51.5 6.1 16.7 18.2 7.6 1.5

医療的ケア 232 32.8 12.1 50.9 14.7 20.3 24.1 4.3 1.7
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９ 災害時に困ること 

問 46 火事や地震等の災害のときに困ることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

火事や地震等の災害時に困ることでは、「避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安」の割合が 49.1％で

最も高く、次いで「薬が入手できなくなる、治療を受けられない」（46.4％）、「安全なところまで、早く避難する

ことができない」（43.1％）となっています。 

障害等の状況別では、療育手帳保有、重症心身障害及び発達障害の認定では「避難場所の設備（トイレ等）や

生活環境が不安」の割合が最も高く、身体障害者手帳保有、精神障害者保健福祉手帳、難病（指定難病）認定及

び医療的ケアでは「薬が入手できなくなる、治療を受けられない」の割合が最も高くなっています。 

 

 

49.1

46.4

43.1

25.6

25.5

24.0

10.4

8.8

2.9

10.0

8.1

0 20 40 60

避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安

薬が入手できなくなる、治療が受けられない

安全なところまで、早く避難することができない

周りとコミュニケーションがとれない

助けを求めるができない

被害状況、避難場所などの情報が入手できない

補装具や日常生活世具が入手できなくなる

補装具の使用が困難になる

その他

特にない

無回答

(%)
(n=2,030)
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治

療
が
受
け
ら

れ
な
い

補
装
具
の
使

用
が
困
難
に
な
る

補
装
具
や
日

常
生
活
世
具
が
入

手
で
き
な
く

な
る

助
け
を
求
め

る
が
で
き
な
い

安
全
な
と
こ

ろ
ま
で
、

早
く
避

難
す
る
こ
と

が
で
き
な
い

被
害
状
況
、

避
難
場
所
な
ど
の

情
報
が
入
手

で
き
な
い

周
り
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

が
と
れ
な
い

避
難
場
所
の

設
備
（

ト
イ
レ

等
）

や
生
活

環
境
が
不
安

そ
の
他

特
に
な
い

　
無
回
答

全　体 2,030 46.4 8.8 10.4 25.5 43.1 24.0 25.6 49.1 2.9 10.0 8.1

身体障害者手帳保有 1,370 50.3 12.3 13.4 20.7 44.4 18.4 15.0 48.3 2.7 9.7 8.8

療育手帳保有 550 28.4 3.8 5.8 45.6 50.7 42.9 53.6 54.4 4.0 10.4 6.7

精神障害者保健福祉手帳保有 275 65.1 3.6 6.5 22.5 29.5 21.8 32.4 44.7 3.6 9.5 8.7

重症心身障害 120 59.2 24.2 20.8 46.7 64.2 30.0 32.5 60.8 4.2 2.5 9.2

難病（指定難病）認定 149 65.1 20.1 19.5 38.3 61.7 24.8 26.2 61.7 5.4 2.0 6.0

発達障害の診断 435 30.1 2.8 4.1 44.1 44.6 42.5 54.9 57.7 4.8 10.3 4.6

高次脳機能障害の診断 158 49.4 15.2 14.6 36.1 58.9 23.4 26.6 50.6 0.6 7.0 9.5

医療的ケア 580 66.2 14.0 15.9 26.4 49.1 22.1 20.9 55.5 3.1 4.0 7.2


